
発　行　人

理事長　大平　和夫

〒036-8356
青森県弘前市大字下白銀町21番地8
　　  電 話 （0172）33-8861
　　  FAX （0172）33-8862

1 平成29年２月20日 第108号

「
平
成
29
年
が
始
動
」

山
郷
館
黒
石
グ
ル
ー
プ
　
次
長
　
長
岡
惠
美
子
　
　

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

弘
前
市
か
ら
の
祝
辞
で
は
、
法
人
が
弘
前

市
と
共
に
進
め
て
い
る
高
齢
者
へ
の
自
立
支

援
介
護
事
業
へ
の
大
き
な
協
力
を
得
て
い
る
事
、

児
童
へ
の
発
達
支
援
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
協
力

を
得
て
い
る
事
へ
の
感
謝
が
述
べ
ら
れ
て
、

更
に
は
法
人
の
地
域
福
祉
へ
の
活
躍
を
期
待

し
て
い
る
事
の
励
ま
し
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

黒
石
市
か
ら
は
、
日
頃
特
に
『
山
郷
館
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
く
ろ
い
し
』
や
『
山
郷
館

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
』
か

ら
の
協
力
を
頂
い
て
い
る
事
の
感
謝
と
今
後

の
法
人
の
発
展
を
望
む
思
い
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

余
興
で
は
、
創
立
10
周
年
を
迎
え
た
『
山

郷
館
く
ろ
い
し
』
で
制
作
し
た
、
施
設
の
利

用
者
さ
ん
と
職
員
達
の
日
々
の
様
子
を
映
像

で
紹
介
し
な
が
ら
、
ピ
コ
太
郎
バ
ー
ジ
ョ
ン

の
グ
ル
ー
プ
紹
介
等
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

短
い
時
間
で
多
く
の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ

た
新
年
会
で
し
た
が
、
法
人
職
員
が
新
た
な

思
い
で
共
に
元
気
に
始
動
し
ま
し
た
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
月
六
日
（
金
）『
フ
ォ
ル
ト
ー
ナ
』（
弘

前
市
和
徳
）
で
恒
例
の
七
峰
会
新
年
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

法
人
新
年
会
は
、
職
員
が
年
に
一
回
、
一

堂
に
会
し
て
新
年
の
挨
拶
を
交
わ
し
、
お
互

い
に
交
流
を
深
め
合
う
も
の
で
今
年
の
当
番

は
『
山
郷
館
黒
石
グ
ル
ー
プ
』
で
し
た
。

最
初
に
昨
年
青
森
県
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
認
証
評
価
制
度
で
第
一
号
の
認
証
を
受
け

た
成
果
に
よ
り
『
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ

ル
ー
プ
』
へ
の
表
彰
、
次
に
勤
続
三
十
年
の

勤
続
職
員
４
名
、
最
後
に
優
良
運
転
免
許
証

交
付
者
の
23
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

職
員
表
彰
の
後
に
、
大
平
理
事
長
よ
り
訓

辞
が
あ
り
、
職
員
の
処
遇
改
善
、
介
護
人
材

育
成
、
地
域
交
流
サ
ー
ビ
ス
の
質
等
、
日
頃

の
取
り
組
み
に
よ
り
青
森
県
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
認
証
評
価
制
度
の
認
証
を
受
け
た
事
、

社
会
福
祉
法
の
改
正
に
よ
る
法
人
経
営
組
織

の
改
編
が
実
施
さ
れ
る
事
、
社
会
福
祉
充
実

残
額
の
算
定
に
基
づ
く
社
会
福
祉
充
実
計
画

の
策
定
、
法
人
の
公
益
性
の
視
点
と
し
て
、

外
か
ら
の
厳
し
い
目
が
注
が
れ
る
事
、
初
代

相
馬
理
事
長
の
親
子
不
就
労
の
強
い
思
い
が
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小
規
模
多
機
能
型

�

居
宅
介
護
っ
て
何
？
③
　

建
設
地

　

弘
前
市
大
字
高
杉
字
長
谷
野
１
４
３-

１

お
問
い
合
わ
せ
及
び
お
申
し
込
み

　

サ
ン
ア
ッ
プ
ル

　
　

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

℡ 

９
７-

２
１
３
１

　

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ	

�
総
括
主
任　

福
原　

郁
子

　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
に
つ
い
て

シ
リ
ー
ズ
最
終
と
な
り
ま
す
。
今
号
に
つ

い
て
は
、
モ
デ
ル
事
例
か
ら
、
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が
る
よ
う
予
定
表
も
提

示
し
ま
し
た
。

「
概
要
」	

　

80
歳
女
性
、
一
人
暮
ら
し
。
子
は
、
隣

町
に
住
む
長
女
が
一
人
で
リ
ン
ゴ
屋
に
勤

め
て
い
る
。
ご
本
人
は
、
膝
関
節
症
あ
り
、

軽
度
の
認
知
症
。
公
共
の
バ
ス
で
通
院
し
、

買
い
物
も
通
院
の
つ
い
で
に
出
来
て
い
た

が
、
バ
ス
の
ス
テ
ッ
プ
の
乗
降
が
困
難
に

な
り
、
受
診
も
不
定
期
に
な
っ
た
。
不
定

期
受
診
の
た
め
、
買
い
物
も
不
定
期
、
薬

の
飲
み
忘
れ
、
低
栄
養
、
引
き
こ
も
り
が

ち
に
な
る
。
要
介
護
１
。

「
自
立
し
た
日
常
生
活
の
阻
害
要
因
」	

①
膝
関
節
症
の
悪
化

②
不
定
期
受
診

③
低
栄
養
（
買
い
物
困
難
）

④
服
薬
管
理

⑤
引
き
こ
も
り

「
改
善
の
可
能
性
」	

◦
移
動
～
通
い
を
利
用
し
、
機
能
訓
練
を

行
う
。
歩
行
の
安
定
と
機
能
維
持
。

◦
食
事
～
通
い
と
宿
泊
を
利
用
し
、
き
ち

ん
と
食
事
を
摂
る
。
栄
養
改
善
。

◦
服
薬
～
訪
問
を
利
用
し
、
自
宅
で
の
服

薬
確
認
を
行
う
。

◦
受
診
～
定
期
受
診
。
受
診
内
容
に
つ
い

て
は
ス
タ
ッ
フ
が
長
女
に
報
告
。

◦
社
会
参
加
～
通
い
を
利
用
し
、
地
域
の

方
や
友
人
と
交
流
を
持
つ
。

「
本
人
・
家
族
が
出
来
る
事
」	

◦
本
人
～
ご
は
ん
支
度
と
後
片
付
け
、
身

支
度
は
自
分
で
出
来
る
。

◦
家
族
～
朝
の
決
ま
っ
た
時
間
の
お
は
よ

う
コ
ー
ル
。
仕
事
が
休
み
の
時
、
自
宅

で
話
し
相
手
。
掃
除
、
洗
濯
、
買
い
物

の
支
援
。

　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
は
、
通

い
・
訪
問
・
宿
泊
の
ス
タ
ッ
フ
が
同
じ
で

あ
り
、
見
慣
れ
た
顔
が
ケ
ア
し
ま
す
。
ケ

ア
が
途
切
れ
な
い
た
め
、
利
用
者
さ
ん
は

安
心
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
一
番
大
事
な

こ
と
は
「
利
用
者
さ
ん
と
家
族
の
意
向
」

こ
の
事
例
の
方
は
「
住
み
慣
れ
た
家
で
出

来
る
限
り
生
活
し
た
い
」
そ
の
た
め
に
ど

う
す
る
の
か
。
ご
本
人
の
出
来
る
事
も
生

か
し
な
が
ら
、
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

月 火 水 木 金 土 日
時間 通所 長女が自宅に 通所 定期受診/通所 通所 定期宿泊 定期宿泊
6：00 起床 長女の電話 ↓
7：00 ご本人 朝食・身支度 長女が自宅に

来たとき
掃除 洗濯 買い物

ご本人 朝食・身支度 起床時の洗面口腔ケア

8：00 自宅 お迎え 自宅 お迎え

9：00 『病院へ受診』 『通所』の利用
10：00 入浴 長女の都合が

つかない時
『訪問』

掃除 洗濯 買い物

入浴 入浴 テレビ視聴 入浴
11：00
12：00 昼食 昼食 『通所』昼食 昼食
13：00 ↓
14：00 体操 体操
15：00 余暇活動 余暇活動
16：00 自宅へ送り 自宅へ送り
17：00 ご本人夕食づくり

18：00 ご本人後片付け 小規模多機能
住宅へ宿泊 夕食

19：00 自宅へ送り
20：00 『訪問』内服確認
21：00 就寝 就寝
22：00
23：00 夜間の見回りとケア
0：00 ↓

利用者及び家族の生活に対する意向　『住み慣れた家で、出来る限り生活したい。仏様にご飯をあげる。』

小規模多機能型居宅介護　１週間の利用予定表（一人暮らし家族の支援あり）
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シ
リ
ー
ズ
「
か
だ
る
」

「
か
だ
る
」

法
人
本
部　

主
任　

東
谷　

康
生

　

平
成
29
年
４
月
１
日
よ
り
「
社
会
福
祉

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
施
行

と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
社
会
福
祉
法
人

の
改
正
と
な
る
主
な
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

◇
経
営
組
織
の
見
直
し
で
は
、
評
議
員
の

設
置
が
全
て
の
社
会
福
祉
法
人
に
義
務
付

け
ら
れ
、「
評
議
員
会
」
が
最
高
の
議
決

機
関
と
な
り
ま
す
。
法
改
正
よ
り
、
評
議

員
は
「
社
会
福
祉
法
人
の
適
性
な
運
営
に

必
要
な
識
見
を
有
す
る
者
」
の
う
ち
か
ら

選
任
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
選

任
方
法
に
つ
い
て
も
厚
生
労
働
省
よ
り

「
評
議
員
の
構
成
が
特
定
の
関
係
者
に
偏

る
こ
と
が
な
い
よ
う
（
中
略
）
法
人
関
係

者
で
な
い
中
立
的
な
立
場
に
あ
る
外
部
の

者
が
参
加
す
る
機
関
を
設
置
し
、
こ
の
機

関
の
決
定
に
従
う
方
法
が
考
え
ら
れ
る
」

と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
「
評

議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
」
な
る
新
た
な

機
関
の
設
置
が
例
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
七

峰
会
で
も
、
こ
の
委
員
会
を
設
置
し
、
平

成
29
年
度
の
新
評
議
員
を
選
任
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
委
員
会
で
選
任
さ
れ
た
評
議

員
が
、
理
事
及
び
監
事
の
選
任
及
び
解
任

に
関
す
る
権
限
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
牽

　
　
　

障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館

管
理
栄
養
士　

櫛
田　

壽
子

食
事
に
携
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
考

え
て
い
た
時
、『
エ
イ
ブ
ル
』
で
の
調
理

員
・
栄
養
士
の
募
集
を
見
つ
け
、
昼
食
を

提
供
す
る
と
い
う
希
望
の
仕
事
に
就
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
採
用
に
な
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
も
う
一
度
栄
養
士
の
勉

強
を
し
直
す
た
め
、
管
理
栄
養
士
の
資
格

を
取
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
48
歳
か

ら
の
挑
戦
は
、
覚
え
る
こ
と
よ
り
忘
れ
て

い
く
こ
と
の
方
が
数
倍
早
か
っ
た
の
で
す

が
、
利
用
者
さ
ん
と
接
し
て
い
る
と
、
幅

広
い
知
識
や
視
野
を
持
つ
こ
と
で
信
頼
さ

れ
る
人
で
あ
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強

く
な
り
、
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
は
『
障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館
』

に
異
動
に
な
り
、
身
体
と
心
を
満
腹
に
す

る
よ
う
な
食
事
と
、
家
庭
に
い
る
よ
う
な

温
か
い
雰
囲
気
を
味
わ
え
る
よ
う
な
食
事

の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。ま
た
、や
っ

て
み
た
い
こ
と
は
、
利
用
者
さ
ん
の
誕
生

日
に
ご
家
族
を
招
待
し
て
一
緒
に
お
祝
い

を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

寄
り
添
う

以
前
、
上
司
に
「
栄
養
士
の
仕
事
は
、

食
べ
て
く
れ
た
人
の
美
味
し
い
と
い
う
笑

顔
が
す
ぐ
に
見
ら
れ
る
。福
祉
の
仕
事
は
、

結
果
が
一
年
先
、
五
年
先
と
す
ぐ
に
出
る

と
は
限
ら
な
い
が
、
努
力
し
て
い
れ
ば
い

つ
か
結
果
が
出
る
。
と
て
も
根
気
が
い
る

仕
事
だ
け
れ
ど
携
わ
っ
て
良
か
っ
た
と
感

じ
る
こ
と
が
沢
山
あ
る
。」
と
話
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
利
用
者
さ

ん
に
寄
り
添
う
と
い
う
上
司
の
決
意
が
素

敵
な
想
い
だ
と
感
じ
、
私
も
そ
う
あ
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
だ
経
験
不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
、

管
理
栄
養
士
の
資
格
を
活
か
し
利
用
者
さ

ん
が
望
む
こ
と
に
寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と

が
目
標
で
す
。

社
会
福
祉
法
人
が
変
わ
り
ま
す

制
機
能
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
更
に
、

役
員
の
責
任
が
明
確
化
さ
れ
、
適
正
な
運

営
を
確
保
す
る
た
め
の
義
務
が
問
わ
れ
ま

す
。

◇
事
業
の
透
明
性
確
保
と
し
て
、
社
会
福

祉
法
人
は
公
共
的
な
一
面
を
持
つ
と
い
う

視
点
か
ら
、
情
報
公
開
の
範
囲
が
更
に
広

が
り
ま
す
。「
役
員
報
酬
等
の
支
給
」「
事

業
報
告
書
」
等
に
関
し
て
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
て
公
表
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

◇
社
会
福
祉
充
実
残
額
・
計
画
は
、　

社

会
福
祉
法
人
の
財
産
の
う
ち
、
年
度
末
に

お
け
る
必
要
な
資
金
を
除
い
て
、
余
裕
の

資
金
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
義
務
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
を
「
社
会
福
祉
充
実
残
額
」

と
呼
び
、
そ
の
残
額
で
新
た
な
事
業
を
実

施
す
る
た
め
の
計
画
を
た
て
、
実
行
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

七
峰
会
で
は
、
今
回
の
法
改
正
に
向
け

て
準
備
を
す
す
め
て
き
て
お
り
ま
す
。
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総合支援事業総合支援事業 障 が い 者 支 援 事 業障 が い 者 支 援事業 高齢者介護事業高齢者介護事業 居宅介護
支援事業
居宅介護
支援事業

主 に 知 的
山
郷
館
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

サ
ン
ア
ッ
プ
ル

　
　居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

青
森
県
指
定

津
軽
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー ☎

○
２
１
３
１

97
　
☎
○
４
５
２
４

82

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム 

☎
○
２
１
１
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
短
期
入
所
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
１
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
１
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー 

☎
○
３
７
５
８

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ア
ッ
プ
ル 

☎
○
２
７
７
８

認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
じ
ょ
い 

☎
○
２
０
１
３

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
わ
か
ば 

☎
○
１
１
７
６

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
わ
か
ば 

☎
○
１
１
６
５

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
３
１

住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
わ
か
ば
」 ☎
○
１
８
８
８

97979795979797 373732

障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館

山
郷
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
弘
前

山
郷
館
児
童
・
障
害
者

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
く
れ
よ
ん

山
郷
館
身
体
障
害
者
短
期
入
所
事
業
所

障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館
く
ろ
い
し

山
郷
館
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
黒
石

福
祉
ホ
ー
ム
「
山
郷
館
パ
レ
ッ
ト
」

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
山
郷
館
ラ
イ
フ
」

山
郷
館
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
き
っ
ず

山
郷
館
く
ろ
い
し
（
短
期
入
所
） ☎

○
０
２
５
０

96

主 に 身 体
山
郷
館
弘
前
グ
ル
ー
プ

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ

山
郷
館
黒
石
グ
ル
ー
プ

弘
前
市
委
託
事
業

弘
前
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
○
２
４
０
０

31

弘
前
市
委
託
事
業

弘
前
市
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎
○
２
１
０
０

95

黒
石
市
委
託
事
業

山
郷
館
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
く
ろ
い
し

山
郷
館
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス　
☎
○
５
０
１
８

88

　
☎
○
０
６
２
０

59
☎
○
２
２
１
１

☎
○
７
３
０
０

☎
○
９
０
４
０

☎
○
２
２
１
１

☎
○
３
０
７
０

☎
○
５
０
１
８

☎
○
６
０
８
０

☎
○
２
３
４
４

☎
○
８
６
５
０

☎
○
３
０
７
０

障
害
者
支
援
施
設
旭
光
園

旭
光
園
身
体
障
害
者
短
期
入
所
事
業
所

福
祉
ホ
ー
ム
「
さ
わ
ら
」

旭
光
園
相
談
支
援
事
業
所

旭
光
園
グ
ル
ー
プ

☎
○
５
１
５
５

☎
○
５
１
５
５

☎
○
５
１
５
５

☎
○
５
１
５
５

障
害
者
支
援
施
設
拓
光
園

拓
光
園
生
活
介
護
事
業
所

拓
光
園
短
期
入
所
支
援
セ
ン
タ
ー

拓
光
園
障
害
児
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

拓
光
園
日
中
一
時
支
援
事
業
所

拓
光
園
共
同
生
活
介
護
事
業
所

拓
光
園
グ
ル
ー
プ

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

津
軽
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

就
労
サ
ポ
ー
ト
ひ
ろ
さ
き

自
立
訓
練
事
業
「
通
勤
寮
拓
心
館
」

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
ぁ
と

エ
イ
ブ
ル

七
峰
会
総
合
福
祉
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ビ
リ
ー
ブ

就
労
訓
練
施
設
「
勇
心
学
園
」

生
活
自
立
寮
「
コ
ー
ポ
ラ
ス
よ
ろ
こ
び
」

拓
心
館
グ
ル
ー
プ

☎
○
４
５
２
０

☎
○
５
７
７
０

☎
○
４
５
２
０

☎
○
５
７
８
０

☎
○
９
０
６
０

☎
○
５
７
４
０

☎
○
４
５
２
０

☎
○
４
５
２
０
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法
人
本
部
事
務
局
長　

外
﨑　

淑
民

　

今
年
も
『
赤
い
羽
根
共
同
募
金
』
に
職

域
募
金
活
動
と
し
て
各
施
設
、
事
業
所
が

参
加
し
、
昨
年
以
上
の
二
十
三
万
三
千
七

百
七
十
二
円
の
募
金
が
集
ま
り
、
弘
前
市

共
同
募
金
委
員
会
へ
届
け
ま
し
た
。

　
『
赤
い
羽
根
共
同
募
金
』
運
動
は
、
助

け
合
い
の
心
を
広
め
、
だ
れ
も
が
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
こ
め
て
、

十
月
一
日
か
ら
全
国
一
斉
に
運
動
が
始
め

ら
れ
る
も
の
で
、
地
域
福
祉
活
動
や
福
祉

施
設
等
の
福
祉
事
業
に
役
立
て
ら
れ
て
お

り
、
社
会
福
祉
事
業
に
従
事
す
る
七
峰
会

職
員
も
毎
年
心
を
込
め
て
募
金
を
し
て
い

ま
す
。

各
施
設
グ
ル
ー
プ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

情
報
発
信
中
！

弘
前
市
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

福
原　

郁
子

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
、
弘
前
市
が
実
施

す
る
介
護
予
防
の
た
め
の
新
し
い
事
業

「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」

が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
事
業
で
は
、
一
人

ひ
と
り
の
状
態
に
合
わ
せ
た
介
護
予
防
や

生
活
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
介
護
保
険
で
行
っ
て
い

た
要
支
援
１
．
２
の
方
の
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
一
部
（
予
防
通
所
介
護
、
予
防
訪

問
介
護
）
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
生
活

す
る
た
め
に
も
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
」
を
利
用
し
て
、
積
極
的

に
介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
弘
前
市
介
護
福
祉
課
ま
た
は
お

住
ま
い
の
地
域
を
担
当
す
る
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
下
さ
い
。

障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館　
　
　
　
　

主
任
看
護
職
員　
　

鳴
海　
　

穂

　

普
通
の
風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
混

同
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

風
邪
の
症
状
は
、
の
ど
の
痛
み
、
鼻
水
、

く
し
ゃ
み
や
咳
な
ど
が
中
心
で
す
。
発
熱

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
比
べ
低
く
、
重
症

化
も
し
に
く
い
よ
う
で
す
。
一
方
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は
38
℃
以
上
の
発
熱

と
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
の
症
状

で
す
。
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
肺
炎
を
合
併

し
、
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
重
症

化
を
予
防
す
る
た
め
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
あ
り
ま
す
。
ワ
ク
チ

ン
の
効
果
が
現
わ
れ
る
ま
で
に
通
常
２
週

間
程
度
か
か
り
、
約
５
ヶ
月
間
は
効
果
が

続
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
で
き
な
い
方
も
飲
み
薬
で
予
防
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
医
療
機
関
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。
合
わ
せ
て
、
感
染
予
防
の
習
慣

が
大
切
で
す
。
①
手
洗
い
は
二
度
洗
い
②

う
が
い
③
室
内
の
加
湿
と
換
気
④
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
（
マ
ス
ク
は
正
し
く
着
用
し
ま

し
ょ
う
）　

皆
様
、
お
体
お
大
事
に
。

　

平
成
29
年
が
ス
タ
ー
ト
し
、
早
い

も
の
で
２
月
も
半
ば
を
過
ぎ
ま
し
た
。

雪
に
囲
ま
れ
た
津
軽
で
は
、
色
鮮
や

か
な
春
の
風
景
が
待
ち
遠
し
い
時
期

で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感

染
症
に
は
こ
れ
か
ら
も
一
層
の
注
意

が
必
要
で
す
。
し
っ
か
り
と
栄
養
を

と
っ
て
、
う
が
い
・
手
洗
い
な
ど
の

予
防
を
心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�

編
集
委
員　

齋
藤　

憲
樹

　
介
護
予
防
・
日
常
生
活

�

支
援
総
合
事
業
　

『
赤
い
羽
根
共
同
募
金
』へ
の
協
力

　
冬
か
ら
春
に
か
け
て
心
配

�
さ
れ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
　


